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福島県内の高等教育機関の連携による福島学プ

ログラムからのブックレットとして発行された．

新聞記事を紹介しながら明治初年からの福島の医

療の変遷を辿り，2011年の原発震災で終わって

いる．本文部分は国内全体の医療・医学の変遷と

絡めた福島の医療の通史であり，途中で挿入され

るコラム部分は戊辰戦争時の看護や野口英世など

の福島の医療に関連する出来事を扱った新聞記事

を紹介し，国内全体の動きと福島の動きを見通す

ことができるようになっている．
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